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本学図書館 は、平成6年 に開館 した短大図書館

を基盤 に平成14年 の大学開学 と同時に開館 しま

した。短大図書館に関わった多 くの方々の努力に

よ り、開館時には大学図書館 としての基礎が築か

れていました。開館か ら今 日までに最大の努力を

要 したことは、図書館に整備す る図書の選書で し

た。大学開学に伴 う特別予算による図書の整備は、

平成13年 度か ら平成16年 度まで4年 間をかけて行

われ ました。教員が専門とする領域の図書の選書

だけではなく、看護学の研 究方法に関する図書、

看護学を学問的に支持する人文 ・社会科学系図書、

WHOやOECD等 の国際機 関の刊行物な どの選書

に努 めました。その結果、開学時は28,682冊 であ

った図書が平成16年 度末 には41,823冊 に増えま し

た。平成17年 度は大学院開設に向けた図書の選書

を行っています。大学における教育 ・研究 と図書

館は一体のものですので、適切な選書が行われ る

か否かは教育 ・研究に重大な影響 を与えます。

大学開学時に開館時間の1時 間延長、嘱託司書1

名の増員が行われま したが、その後 も施設 ・設備

や利用者サー ビスに関 して多 くの改善がな され

てきました。施設 ・設備の面では、平成15年 度に

図書 館 長 冨 川 孝 子

非常口設置、入 ロドア 自動化、ノー トパ ソコン使

用閲覧席設置、平成16年 度に耐震ブックキーパー

設置が行われま した。利用者サー ビスの面では、

平成15年 度に地域資料 コーナー と本学資料 コー

ナーの設置、図書館 「利用案内」の作成が行われ

ました。今では当 り前になっているWebOPACに

よる蔵書検索や医学中央雑誌Web版 利用 も平成14

年度か ら可能にな りま した。オンラインデー タベ
ースは、平成14年 度にCINAHL、PsyclNFO、 平成

15年度にヨミダス文書館、平成17年 度にCochrane

Librarvが導入 されま した。平成16年10月 の中越大

震災を受けて、災害看護 に関す る文献コーナーの

設置、図書館ホームページへの災害看護文献 リス

ト掲載が行われま した。今後 もさらなる改善が必

要ですが、上に述べてきた改善の多 くは、大学準

備室時代か ら今 日に至るまでの図書館職員、教員、

事務局による努力の結果 と考えます。

最後に、平成17年3月 まで2年 間にわた り専任司

書 として勤務 し、多大な貢献をされた阿部 昌子氏

が平成17年7月 に亡 くな られ ました。心か らご冥

福 をお祈 り致 します。

展示ケースが寄付 されま した

2003年4月 より2年 間本学図書館司書 と

して勤務 され、2005年 新潟県立図書館 に異

動 された阿部昌子 さんが2005年7月9日 に

ご逝去 されました。

業務マニュアルの整備をはーじめ、雑誌の遡

及入力、地域資料 コーナー、災害看護 ・地震

関係資料 コーナーの設置な ど本学図書館 の

整備、発展に尽力 されま した。

先般、ご遺族 より本学のために展示ケース

の ご寄付を賜 り、2005年12月 に設置いた

しました。
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NCNL図書館だより 新潟県立看護大学図書館

連載企画1.書 評

『みんなの憲法二十四条』福島みずほ編 明石書店2005

本書は 「家族 のなかの私」 「男女平等への道 し

るべ」「家族制度への挑戦 と家族のこれか ら」「個

人の ライ フス タイル を支 えて」「バ ックラッシュ

をこえて」、及び 「平和を愛す る」の全6章 か ら

成る。著者は22名 と公募 で選ばれた37人 の計59

人である。著者は年齢や性別、職業など様々であ

り、戦争 により身 内をな くした人、年金生活者、

同性愛者、介護をしている人、マイ ノリティなど

が、憲法二十四条に対する思いや体験をそれぞれ

の立場か ら書いている。

現在、わが国では憲法改正の動きがあ り、議論

が活発になっている。現行憲法の二十四条は、元

GHQ民 生局スタッフであったベアテ ・シロタ ・

ゴー ドンさんが起草者であるが、 日本女性の権利

を心か ら望んで書いたと述べている。幼少時から

約10年 間東京で生活 していた彼女は、当時の 日

本女性 が全然権利 を持 っていなかった ことをよ

く知っていたため、配偶者の選択か ら、妊婦が国

か ら援助を受ける権利にいたるまで、憲法に入れ

講 師 大 友 優 子

たかったのである(残 念なが ら、社会福祉に関す

ることや、婚姻に関して 「親の強制ではな く」 と

「かつ男性の支配ではな く」とい う言葉 は削除 さ

れた)。

最近、わが国の多くの職場では合理化のため と

して、妊娠 ・出産した女性、子育て中の女性 など

を 「生産に貢献 しない」と見な し、このような人々

を抑圧 し、社会の場か ら排除する傾 向にある。若

者や女性が子 どもを持たない選択 をするのは、将

来の先行きに不安が多い現代社会 においては止

むを得ない生き方かもしれない。少子高齢化や不

安定な社会経済によって疲弊し、脆弱になってい

る現在の 「家族」を守るためには、両性の尊厳や

平等を憲法で保障 しない限 りは難 しい。憲法二十

四条 を守 りたい と考 える人 々の声 を集 めた本書

は、これからの男女のあ り方を考える上で、興味

ある一冊である(な お、本書には私の拙文 も掲載

されてお ります)。

O請 求記号:323.143-F84(棚16左 側(2階)),

連載企画2． エ ッセイ

文献検索のありがたさ 4年 久保山亨

三年生はPBLで 、四年生は卒業研究な どで何

か と資料が必要不可欠である。その ような際、助

かるのが文献検索である。医学中央雑誌や国会図

書館だけでなく、全国の図書館から欲 しい文献を

見つけ出すことができる。

私は精神障害者 の地域生活支援 に関す る研究

を行っているが、変化の著 しい分野であるため新

鮮な情報がなくてはな らない.し たがって、山の

よ うな文献複写依頼書 をいっぺんにカ ウンター

に出す こともしばしばである。

…しか し司書の方は、いやな顔一つせず依頼書

を見なが ら一つひ とっ文献を探 し出 して くれ る。

届いた文 献の送 り元は全国各地 、それが 「これ

だ!」 とい う内容 だった時の喜 び とい った らな

い!

全国の看護大学図書館の、そ して全国の図書館

の司書の皆様へ、本当にあ りが とうとお礼を言い

たい。

そ して新潟県立看護大学の本たちも、全国から

のお呼びを待っているのであろ うか。

改めて図書館の本は大切に扱お う、そして卒業

研究で も文献をしっか り役 立てようと思 う。
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初めて大学図書館で本 を借 りたのは1年 生の前

期、形態機能学のテス トが近づいてきた頃。勉強

を上手 くできない 自分が図書館 にや って きたの

には、薦め られた形態機能学の本を探すため。そ

して、あ りました、例の本(※1)が 。 見やす いイ

ラス トつきのその本を読んでい くうちに、難 しく

捉 えす ぎていた形態機 能学がす んな り入 って く

るよ うに思えま した。 ここから、講義で得 た知識

の理解 を手伝 うのが図書館 の本 の役割だ と実感

することができま した。

話は変わ りま して、2年 生の時に図書館 でアル

バイ トとして書架整理 を していました。そこで、

興味 をそそ る本 が大学 図書館 にあ ることを知 り

ま した。看護 の学習に疲れていた 自分ですが、看

護や 自分の心の中を見つめ直せるよ うな本(※2,

3)な どがあ り、図書館を敬遠 していた ことを悔や

みま した。

そ して、3年生になるとPBLや 演習や実習で、

図書館の利用は欠かせない もの とな りま した。4

年生になってか らは、看護研究でお世話になって

います。文献を図書館 のパ ソコンで調べ、自分の

研究に近い ものを探 して印刷 した り、取 り寄せた

りしています。

図書館 は勉強す る場でもあ りますが、それだけ

の場ではない と思います。勉強に疲れた らリラッ

クス して雑誌 を読んだ り、看護学以外の本 を読ん

でみ て 自分 の視野 を広げてみる ことがで きた り

す る場で もあると思います。

文 中 に出て きた 図書 を紹介 して いた だき ま した

※1境 章 著 『目でみ るか らだ の メカニ ズム 新 訂』

医学書 院2000(493.1-Sa29(棚7左 側))

※2真 壁伍 郎著 『看護 しつつ生 きる とは、 なに』

日本 看護 協会 出版会1986(M20-Ma33(棚1右 側))

※3パ ッ ト ・バ ル マー著 『自分 を好 きにな る本』

1991(159.7-P18-1)、 『お と な に な る 本 』

1994(159.7-P18-2)、 『夢 を か な え る 本 』

1997(159.7一 円8-3)、3冊 とも径 書房(棚14左 側)

情報を得るために4年 中島涼子

大学 に入学 し、インターネ ッ トを使用 しての情

報検索の方法を知 った。インターネ ッ トを利用す

ることによって、自分の知 りたい最新の情報を即

座 に入手す ることができ、インターネ ッ トは、情

報収集 のために とて も便利 な ものであるこ とが

分かった。 しか し、インターネッ トでの情報 を検

索 しているうちに、インターネ ッ トからの情報は、

その情報が どこか ら出てい るか明確でない場合

も多 く、すべての情報が正 しい情報であるとは限

らない とい うことも分かった。そ して、イ ンター

ネッ トか ら情報を得るよりも、図書館で文献を検

索 し、その文献か ら情報 を入手するほ うが、的確

な情報 を得 るこ とがで きると感 じるよ うになっ

た。図書は、情報の新 しさから考 えると、イ ンタ

ーネ ッ トには劣 るかもしれない。しか し、その分、

昔か ら伝 えられ て きた知識や科学的な根拠 に基

づいて発表 され ている情報が豊富であ り、信頼性

が大きい。一度、図書 として発行 された ものは篤

単に取 り消す ことができず、その後 も半永久的に

残 るために、その内容に、著者の責任感が反映さ

れ るのか もしれない。

このよ うに、大学に入学 し、イ ンターネ ッ トを

利 用 して情報 を検索す ることの長所 と短所 を知

ると同時に、図書を利用することの大切 さを感 じ

ることができた。

文字を利用できることは、他 の動物 には無 い、

人間だけに与 えられた特別な能力である。文字を

使って、現在か ら未来へ情報 を伝達す るために、

図書は現在も重要な役割 を果た してお り、さらに、

今後も重要なものとして、受け継 がれていくこと

だろ う。イ ンターネ ッ トを濫用す るのではな く、

図書を上手に活用することで、信頼性 のある情報

か ら知識を増や していきたい と思 う。

図書館からのコメント 今回のエッセイはみな4年 生でした。どの方も図書館サービスへの理解と活用、「文

献」に対する真摯な態度が見て取れて、正直驚きました。学生がこれだけ理解して卒業されていくことが図

書館の使命のひとつでもあり、大変嬉しい限りです。こちらこそご利用ありがとうございました。

図書館は大学のためにあり、また地域のためにもあります。今後もご活用ください。
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卒 業アルバム等の取扱いについて～個人情報保護法に関連して～

平成17年4月 より個人情報保護法が施行 され ました。

そのことに関連 して、卒業アルバ ム等の図書館 での取扱いについて変更 しましたのでお知 らせ します。

当館ではこれまで新潟県立看護短期大学 の卒業アルバムお よび新潟県立中央病院付属専門 学校 と

新潟県公衆衛生看護学校の閉校記念誌などを閲覧に供していました。

これ らの資料には在籍 していた人たちの住所(個 人情報)が 記載 されています。

そのため、これ らは①一般 に公開 された資料ではない こと、②第三者 への情報提供について本人の同

意を得ていない ことにより、図書館 で提供 しないことにな りました。

卒業アルバム ・閉校記念誌 以外にも個人情報 が載 っている資料で①、②に該当す る資料 は同様の取扱

いとします。

ご理解 とご協力 をお願 いします。不明な点は係員へ遠慮な くお尋ね ください。

文献検索講習会報告

2005年7月 に図書館が行 った文献検索講習会を報告 します。

1.参 加 状 況

講習日 一 参加者数 うち学外者数

7/20(水) 初級 18 13

中級 16 12

7/21(木) 初級 17 16

中級 14 12

7/25(月) 初級 22 17

中級 18 」3

初級 ではWebOPACの 使い方を中心に図書

館 の基本的な利用方法について、 中級では医

学中央雑誌Webの 使い方を中心に雑誌論文の

検索 ・入手方法を講習 しま した。
一人1台 パ ソコンを使用 させ るため定員20

名 としま したが、使用できな くて も参加 した

い とい う熱心な方 もいたので定員オーバー し

た 日があ りました。近隣の病院へ案内を出 し

たため、学外者の参加 が多 く、また講習態度

も学生 よりも熱心で した。

2.参 加 者 の 声 以下はすべて学外者からのコメントです。
・ 周りに人が数人いてくれたので、途中分か らなくなった時に、声をかけて聞くことが出来たので良

か った。
・ 色々 な情報が得られることが知れてよか った。
・ こういった講習は初めて受けま した。すごくためにな った気持ちです。(遠 くから来たかいがあ っ

た！） 病院の、他の職員へも伝えられたらと思いますが、その前に自分が使いこなせることが先の

ようにも思います。図書の内容がすばらしいので、また来れたらと思います。
・ 途中分からない所があ ったがどんどん進んでいってその後が聞き取れなくなって しまった。
・ 初級の内容をもっと詳 しく時間をかけてゆっくり行ってほしかった。
・ 内容よかったですが、理解遅くて申 し訳ないようで した。
・(講 習会で してほ しい内容について)具 体的に図書館で本を探 したか った。

3.今 後 につ いて

参加者か らの声を見ると、各人の理解度に応 じた講習会を行 えるのが理想ですが、そ うした講習会を

行 うには、体制が不十分です。 しかし、現体制でできるだけ参加者か らの要望に応 えられるよう工夫を

したい と思います。 また、学生の参加が少 ないので、参加 しやすい 日程設定 と参加意欲のわく案内方法

および講習会内容 を考えいきたいです。



文献検索データベース紹介
平成17年 度か ら学内で利用可能 となったデータベースを簡単に紹介 します。

TheCochrane:Library(コ ク ラ ン ラ イ ブ ラ リー)

EBM(科 学的根拠に基づいた最適な医

療)関 連の文献探索に大変有効 なツール

です。

システマテ ィック ・レビュー(臨 床試

験を収集 し、科学的に信頼できる試験だ

けを選び、統計学的手法でデー タをま と

め て総 合評価 した レビュー 論文:以 下

SR)を 全文で収録 しています。

ある治療は有効か、他の治療法 に比べ

て どれ だ け優れ てい て安全 か な ど、治

療 ・予防の問題解決のた めのデー タベー

スです。

コ クランライ ブ ラ リー は い くつか のデー タベー スか ら成 ってい ますが 、その 中心 的なデ ー タベ ー ス で

あるTheCochraneDatabaseofSystematicReviews(CochraneReviews:CDSR)で 、疑 問に対す る

SRが ヒッ トすれ ば妥 当性 の高 い結果 が得 られ た とい えるのです 。

初期画面右上の検索ボ ックス(右 図)に キー ワー ドを入力す ると簡易

検索ができます。

そ の下 のプル ダ ウンメニ ュー で は 「SearchAllText」 以外 に 「Record

Title」 「Author」 な どを検 索対象 とす る こともできます。

詳 細検 索を した い場 合 は、 「C㏄hraneAdvancedSerach」 の リン クを

ク リック して くだ さい。検索対象の掛け合わせ のほか、上記の各デー タ
ベースを指定 して検索することもできます。

検索結果は以下のように表示 され ます.

CDSRに 該当があれば最初 に表示されます。

また、印刷する場合は、全文表示画面の左上にある をク リックするとPDF

ファイ ルが 開きますの で、AdobeReaderの 印刷機 能 を使 って印刷 す る ときれ いで無駄 の ない印刷 が で

き ます 。 よ り詳 しい 検 索 方 法 は 、 ワイ リー ジ ャパ ンが 作 成 した コ ク ラ ン ライ ブ ラ リー の ペ ー ジ

(http:〃wwwwileyc《)jI)1WIS1cochrane.html)か ら 日本語版 ユー ザー ガイ ド(PDF)を ご覧 くだ さい。
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下記のみなさまよりご寄贈いただきました。大変ありがとうございました。

あ行

愛知県立大学
愛知県立看護大学附属図書館

安梅勅江(国立看護大教授)

石川県立看護大学
石川県立看護大学附属地域ケア総合センター

糸魚川総合病院

井上みゆき講師

蝦名美智子(神戸市看護大学教授)

大久保明子助手
岡村典子助手

か行加固正子教授

金子史代(著者)
鹿屋体育大学
北川公子助教授
木村知洋(翻訳者)
京都大学大学院人間・環境学研究科
京都大学高等教育研究開発推進センター
京都府立大学
協和発酵工業

くびき野NPOサ ポートセンター

熊本保健科学大学

結核予防会
血友病とともに生きる人のための委員会
(はばたき福祉事業団)

高知女子大学看護学部
公立はこだて未来大学

国際医療福祉大学

国際教養大学

国土交通省
国立看護大学校

国立公文書館

国立国会図書館
国立大学入学者選抜研究連絡協議会

さ行
佐々木美佐子教授

静岡県立大学

島根県立看護短期大学

清水紀男(一般利用者)
首都大学東京健康福祉学部看護学科

上越教育大学

上越国際交流協会

上越市健康づくり推進課

上越市創造行政研究所

鈴木進二(著者)

聖マリア病院
仙台白百合女子大学

た行

大学基準協会
高塚麻由助手

多摩美術大学

長寿科学振興財団

長寿社会開発センター

都留文科大学
桐蔭横浜大学

東海大学医療技術短期大学

東京女子医科大学
東京都福祉保健局保健政策部保健政策
課保健指導調整係
東京電力
栃尾市教育委員会生涯学習課

な行ながおか医療生活協同組合

長岡赤十字病院

長岡大学

中島紀惠子学長

名古屋市健康福祉局健康部保健医療課地域看護係

新潟県教育庁生涯学習推進課

新潟県教育庁総務課

新潟県厚生連労働組合

新潟県産業労働部産業政策課

新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部

新潟県障害者交流センター

新潟県聴覚障害者情報センター

新潟県立生涯学習推進センター

新潟県総合政策部統計課

新潟県総合政策部統計課健康づくりセンター

新潟県福祉保健部

新潟県福祉保健部健康対策課

新潟県福祉保健部福祉保健課

新潟県県民生活・環境部男女平等社会推進課

新潟県民生活・環境部防災局

新潟県県民生活・環境部防災局原子力安全対策課

新潟県立図書館

新潟大学

新潟大学研究支援部国際課

〈新規受入寄贈紀要・雑誌〉
<紀 要>

Annualreport,St.Luke'sColbgeofNursingWHOCollaborathgCentrefor

NurshgDevelopmenthPrimaryHealthCare

医 療 看 護 研 究/順 天 堂 大 学 医 療 看 護 学 部

大阪女学院大学紀要
神奈川県立保健福祉大学誌
岐阜県立看護大学機能看護学講座教育と研究
健康科学大学紀要
国立女性教育会館研究紀要
心的トラウマ研究/兵庫県こころのケアセンター
北海道医療大学看護福祉学部学会

日本看護協会

日本赤十字愛知短期大学
日本赤十字広島看護大学

日本赤十字武蔵野短期大学

日本尊厳死協会

日本図書館協会
日本難病看護学会

日本リウマチ財団

人間環境大学
ヌーヴェルヒロカワ

は行はばたき福祉事業団

肥前精神医療センター

兵庫県立大学看護学部
兵庫県立大学大学院看護学研究科21世紀
COEプ ログラム「ユビキタス社会における災
害看護拠点の形成」事務局
広島修道大学
福井県立大学

福井県立大学地域経済研究所
平和祈念事業特別基金
防衛施設技術協会

放送大学
北海道医療大学櫛 祉学部ま行

丸善

宮崎公立大学

メディア教育開発センター

文部科学省高等教育局学生支援科

文部科学省高等教育局高等教育企画課

文部科学省高等教育局専門教育課

や ・ら・わ行

薬害HIV感 染被害者(患者・家族)生 活実態

調査委員会(は ばたき福祉事業団)

安田記念医学財団

山形大学医学部看護学科

山梨県立看護大学

吉山直樹教授

読売新聞東京本社

龍谷大学ボランティア・NPO活動センター

渡辺 泉(著者)

渡辺久子(慶 大医講師)

渡辺弘之講師

英数
JACT(日 本代替・相補・伝統医療連合会議)

<雑 誌>

Progressinlnformatics/国 立情報学研究所

Q&Aで わかるアレルギー疾患

小児保健シリーズ/日 本 小児保健協会
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